
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）
中部整備局都市整備課担 当 課：

担当課長名：筒井 祐治

事業名 事業 街路 事業 愛知県
３・４・８水源橋線

すいげんばしせん

区分 主体
起終点 延長自：愛知県豊田市寿町２丁目４番地 ０．８０km

とよたしことぶきちょう

至：愛知県豊田市山之手５丁目９５番地
と よ た し や ま の て

事業概要
水源橋線は、豊田市の基幹産業である自動車工業の中枢機能の集中地点と東名高速道路豊田インターチ

ェンジを結ぶ幹線道路であり交通発生量は非常に多く、現況は中央分離帯のない片側２車線道路で歩道も
狭小のため自転車、歩行者は非常に危険な状態にある。そのため、早期にこの状態を解消し都市機能の向
上を図る。
Ｈ元年度事業化 Ｓ４６年度都市計画決定 Ｈ元年度用地着手 Ｈ８年度工事着手

（Ｈ９年度変更）
全体事業費 ５２億円 事業進捗率 ８６．０％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ３０，７５２台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 1.6 3.9/67億円 106/106億円 平成１５年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：152/152億円事 業 費：3.5/66
億 走行費用減少便益：-35/-35億円(残事業) 27.2 維持管理費：0.38/0.38

円 交通事故減少便益：-11/-11億円
事業の効果等
・都市圏の交通円滑化の推進（現道の混雑旅行速度20km/h未満が改善される）
・都市の再生（ＤＩＤ区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する）
・無電柱化による美しい街並みの形成（道路の改築にあわせ電線類の地中化を行う）
関係する地方公共団体等の意見
平成８年度より地元、愛知県、豊田市等によりワークショップを実施しており、大変関心の高い事業と

なっている。地元、豊田市等より早期整備を要望されている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
土地利用の高度化並びに面的整備による市街化が著しく発展しており、年々自動車交通は増加の一途を

たどっている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
Ｈ１６年度用地買収完了の目処が立った。残事業は、用地：１件、工事：４５０ｍ

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
事業用地買収において、代替地、用地単価等の問題で交渉が難航した。Ｈ１６年度用地買収を完了し、

Ｈ１７年度事業完了を目標としている。
施設の構造や工法の変更等

新工法による大規模なコスト縮減はないが、再生材使用によるコスト縮減を図るとともに 「あいくる、
材」の積極的な活用により環境負荷の低減に努めている。
対応方針
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考える。

事業概要図

豊田市

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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